
○　本校の概要 令和7年3月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート】

「相手を尊重し、思い
やりの心を持ち、学
校生活を送っている」
「自分には良いところ
がある」「キャリアパ
スポートを生かし、
キャリア教育がのア
ンケートに肯定的な
回答

英語科の授業アン
ケートの肯定的な回
答

【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート】

「きちんとあいさつが
できている」「きまりを
守ろうとしている」「学
校での活動を通じて
体力が向上してい
る」「生徒の健康面を
配慮した教育活動が
進められている」「早
寝・早起き・朝ごはん
の啓発や、年間を通
して体力が向上する
ような取り組みを推
進している」のアン
ケートに肯定的な回
答

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

・今後社会に出て必要だということをわからせ
る教育をするのはどうでしょうか？
・関連するアンケート項目について、保護者の
ICTに関わる項目以外は「そう思う」「ややそう
思う」の割合が80％を超えているので、現在の
取組をさらに推進していくことが大切だと考え
ます。
・運動会を見学していても懸命に取り組んでお
り活躍しようとみんな頑張っている。一部の生
徒がふざけることがあるが、目立ちたいだけな
のか、集中できないのかと思います。
・部活動も活躍しており、充実した学校生活を
送ってほしいです。
・生徒の扱い方の問題もあり、タブレットの十分
な活用が図れていないように感じている。おお
た教育ビジョンの中でも、情報活用能力の育
成の観点からタブレット端末の活用が示されて
おり、あらためて安全に活用できる環境を検討
していただきたい。また、コミュニティースクー
ルについては保護者に対して理解を促す取り
組みが必要であると考える。

・ほめる教育や自己肯定感を高めることは
必要だと思います。ただ、注意しなくてはい
けないことはきちんと注意も必要だと共い
ます。
・関連する生徒の「そう思う」「ややそう思
う」の割合が95％を超えていることは大き
な成果と考えます。
・キャリア教育については改善策にもある
ように、保護者への伝え方が重要であると
考えます。
・ボランティア活動を増やして「ありがとう」
の言葉をもらい、誰かのために役に立った
という達成感により、思いやりの心を持ち、
気持ちも優しくなれると思う。ほめる機会も
増えると考えます。
・教科道徳を一言では表せないが、礼儀が
基本であり当校は問題なく進展している。
・自己肯定感はありのままの自分とある
が、せめて明日への目標と希望を抱く方向
性を望みたい。
・昨年、道徳の授業を拝見したがややテー
マが難しく、生徒の心の豊かさに直接つな
がりにくいのではないかと感じた。生徒たち
の身近な事例から、尊重や思いやりの心
の醸成を図っていただきたい。また、改善
策として書かれている通り、キャリア教育に
ついてはアンケート結果からも保護者理解
が大切と考えます。

・あいさつができていない子が多い気がし
ます。
・学校であいさつしても返す生徒が少なく
感じた。
・体力向上、健康面を配慮した教育活動に
ついては、生徒・保護者ともに80％以上の
肯定的な結果が出ていますが、あいさつや
きまりを守る等、生活面の向上については
生徒・保護者の結果が大きく乖離している
ことを課題とすることが必要です。
・交通安全で朝声掛けすることがあるが、
「おはよう」と挨拶すると「おはようございま
す」と返答してくれることが多くなった。学校
へ行っても廊下で「こんにちは」と声掛けし
てくれます。挨拶に始まり、挨拶で終わる
のが基本です。大人からの声掛けも必要
に感じます。
・時代が違うと言えばそれまでですが、教
育意識が家庭・保護者にあるかで異なると
思います。「早寝・早起き・朝ごはん」、当た
り前のことができるよう本校も啓発に取り
組んでください。
・今年度１年間の教職員の皆様のご尽力も
あり、挨拶をしっかり出来る生徒や決まりを
守る生徒が着実に増えてきているように感
じます。本当にありがとうございます。
・早寝・早起き・朝ごはんについては、保護
者の責任であり、引き続きの啓発をお願い
します。

【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート

「自ら進んで授業に
参加したり、仲間と
協力して学習に取り
組んだりすることが
できている」「運動会
やぶどう祭などの学
校行事は、楽しく充
実したものになって
いる」「タブレットな
ど、ICT機器を効果
的に活用した授業が
進められている」「学
校は、地域の力（保
護者以外）を子ども
たちの教育に活かし
ている」「学校行事や
部活動、委員会など
を通して、生徒一人
一人が活躍できる教
育活動が進められて
いる」のアンケートの
肯定的な回答

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

3

・生徒が主体的に活動でき
る授業を目指し、授業改善
を行ってゆく。
・タブレットの活用について
は、必要な場面にタイミング
よく行えるようにする。
・地域の力を活かす教育に
ついては、コミュニティース
クールを念頭に入れ検討し
てゆく。
・学校行事や部活動、委員
会など生徒が活躍できる場
面を作り続ける。

・「特別な教科道徳」を軸
に、人権意識を高め、生徒
の心を豊かにする教育を継
続する。
・生徒をほめる機会を増や
し、生徒の自己肯定感を高
める。
・キャリア教育について、保
護者へのアナウンスを十分
に行えるよう努める。

3

・自ら進んであいさつができ
る生徒を増やす。
・大半の生徒がきまりを守っ
ているので、その意識を継
続できるようにする。
・「早寝・早起き・朝ごはん」
については、各種たよりを
活用し、保護者への啓発に
取り組む。

3

２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

成果
評価

令和６年度　大田区立南六郷中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

■生徒数：５４６名　学級数：１６学級（第１学年：６学級　第２学年：５学級　第３学年：５学級）　教員数：２８名
「今年度の重点目標と方策」
◎３年間を見通した系統的な指導の推進
（１）基礎学力の定着と学力向上、規則正しい生活習慣が身に付く学校を目指す。（２）生徒一人一人が活躍できる学校を目指す。（３）地域社会に貢献できる生徒を育てる学校を目指す。
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学校関係者記入欄
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1

Ｃ

３：
70％
以上

目標に対する成果指標

2

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

3

3

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

３：
70％
以上

3

２：
60％
以上

１：
60％
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・「安心・安全」をキーワード
とした学校づくりを継続す
る。
・避難訓練を定期的に実施
し、防災意識を高める。
・学校HPや緊急連絡システ
ム、まなびポケット保護者連
絡機能を活用し、保護者や
地域に学校情報の伝達を
継続する。

1

・防災について親が話してもそこまで子どもが
聞いていないのではないでしょうか？
・家庭に１冊あると思いますが、防災ハザード
マップを使った話し合いをしても良いのかなと
思いました。
・避難訓練は定期的に実施している思うので、
形骸化しないとこが必要と考えます。また、「安
心・安全」についても継続するだけでなく、同項
目について校区内の小学校での成果と課題を
把握しながら、改善を図ることも方策の一つと
考えます。
・自分の住んでいる場所によって緊急避難場
所が違いますが、それを保護者さえ認知して
いないと思います。南中は広い範囲の学区域
であるので、まず各家庭の避難場所の確認を
することによって防災についての会話をすると
思うのできっかけが必要になる。
・防災意識は向上しているので、それに加え自
らを守り、次に弱者や周辺の方々に手を差し
伸べる心を持たせたい。
・一部の生徒の問題で、他の多くの生徒が挨
拶ができない、言葉遣いが悪い等の評価をさ
せてしまうことは残念です。学校の安心、安全
のために教職員の皆さんが尽力されているこ
とは十分理解をしております。

・地域と一緒にできることを増やしましょう。
・もっと保護者に目を向けてもらえるように、
PTAも学校に協力していきたい。
・学校内が困難な状態である時に、PTA・地域
の協力を仰ぎながら教職員一同が向き合って
いる姿は応援したくなります。
・「PTA活動は充実している」の「そう思う」「や
やそう思う」の割合が70％を超えていること
は、先生方と保護者の皆様が一体感を持って
より良い学校を目指している証と考えます。今
後はコミュニティースクールが円滑に発足する
ことを期待します。
・日本全国でPTA活動についてのあり方が問
われている現在になっている。PTAをなくしてい
る地域もある。その中で役員に手をあげてくれ
る方々に感謝し申し上げます。PTA・地域他多
くの方々で見守り、南中をよりよい学校にして
いきたい。
・学校教育をこなしながら、地域との関係性・連
帯感を得るには六郷地区の郷土史も有効かも
しれません。
・PTA活動を充実させていく為には保護者の皆
様の協力をいただき、各委員会活動を再開さ
せていく必要があると考えます。今年度は南中
サポーター活動でも、保護者の皆様、地域の
皆様にも様々ご協力をいただきました。保護者
の皆様にも他人事ではなく、より良い学校づく
りに協力をいただきたいと思います。

・両アンケート項目ともに生徒・保護者から肯
定的な回答を得ているので、さらに「そう思う」
の回答の割合を増やせるように授業改善を推
進していくことを期待します。
・教員が少し元気がない気がした。楽しいと思
える教育ができるには、教員が楽しく疲れない
ようにする。
・授業を参観しますと先生方は非常に頑張って
おられると思います。しかし中には大人でも眠
くなってしまう授業をしている方もいます。授業
の進め方についてもご指導していただけたらあ
りがたいです。
・学習レベルや理解力は一人一人差があるの
で、進める子には発展的な課題を与えると良
いと思います。
・授業妨害をする生徒も減少し、日頃からの指
導の効果が出てきていると感じています。残念
ながら授業参観に来ていない保護者も多くの
授業への理解が少ない状況であるのではない
かと感じています。

・生徒が進んで授業に参加
し、「楽しい」と思えるよう、
個別最適化と協働的な学び
をキーワードとし、授業改善
を図る。
・生徒への授業アンケートを
行うとともに、授業参観週間
で保護者や地域の方にご意
見をいただく。

3

・何でも離せる友だちがいるのはとてもいいと
思います。
・「何でも話せる友だちがいる」の「そう思う」「や
やそう思う」の割合が90％を超えているのは素
晴らしいことです。この結果が保護者アンケー
トの数値向上につながることを期待します。
・友達がいる、いないでは大切な学生生活に影
響してきます。気軽に話せる体制については
大変心強いです。やんちゃな生徒には生徒の
言い分があるかも知れません。時間はないか
と思いますが、聞く体制も欲しいと思います。
・スクールソーシャルワーカーの本来の役割を
うまく活用できていないように感じます。家庭環
境へのアプローチや課題解決に向けたソー
シャルワークなど、更なる活用をお願いしま
す。

・生徒に寄り添った姿勢を
今後も大切にし、いつでも
相談しやすい体制をつくる。
また、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワー
カーについて保護者にわか
りやすく伝えるようにする。
・次年度サポートルームの
拠点校になることから、特別
支援教育を充実させるべく
計画を立てる。

3

Ｂ 5

１：
60％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 3

Ｂ

Ｄ

【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート】
　
「授業は楽しく、わか
りやすい」「授業は生
徒にとってわかりや
すい」「タブレットな
ど、ICT機器を効果
的に活用した授業が
進められている」の
アンケートに肯定的
な回答

２：
60％
以上

１：
60％
未満

【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート】

「何でも話せる友だち
がいる」「生徒や保護
者が気軽に相談でき
る体制が整ってい
る。（教員、スクール
カウンセラーなど）」
「サポートルームの
充実を図り、特別支
援教育を推進してい
る」のアンケートに肯
定的な回答

４：
80％
以上

１：
60％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

４：
80％
以上

【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート】

「防災について、普
段から家族で話し
合っている」「学校か
らのたより（学校だよ
り、学年だより、保健
だよりなど）を読んで
いる」「保護者に学校
だよりや学年だより、
学校HPや緊急連絡
システム等で学校の
様子を伝えている」
「防災について、普
段から家族で話し
合っている」のアン
ケートの肯定的な回
答

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
60％
以上

３：
70％
以上

３：
70％
以上

４：
80％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

2

２：
60％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

2

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 2

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

2

2

3

3

Ｂ 6

【生徒・保護者による
学校生活・家庭生活
アンケート】

「PTA活動は充実し
ている」「学校は地域
の力（保護者以外）を
子どもたちの教育に
活かしている」のアン
ケートの肯定的な回
答

・コミュニティースクール発
足に向け、PTA役員や地域
の方々とのつながりを大切
にし、南六郷中の特色を生
かしたコミュニティースクー
ル作りを検討する。

Ｄ

Ｃ

Ｃ 1

2

3

３：
70％
以上

3

Ｂ 2

3

3

3

Ｃ 2

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

Ｄ

Ａ 1

１：
60％
未満

Ｄ

Ａ 3


